
２　重点的・戦略的に取り組む施策の展開

　共に支え合う「地域福祉社会」を実現するために、高齢者の多様な居住環境の
整備や誰もが自立した地域生活を送るための支援などの施策に取り組みます。

シニア能力の発揮による支え合い
○高齢者の生きがいづくり　16
○健康づくり・介護予防の推進　1,735
○いきいきシニアライフの促進　3

誰もが自立した地域生活を送るための支援
○認知症に関する相談支援体制の整備　15
○在宅サービスの充実　2,754
○日中活動の場の整備と充実　9,224
・障害者が地域でいきいきと暮らせる環境の整備

○地域生活移行型施設への転換と
　　　　　居住支援の充実　4,509
・施設支援から地域生活支援への転換

○障害者の就労支援　131

　「総合的な子ども支援」を推進するために、保育環境の整備や総合的な学校教育の推進などの施策に
取り組みます。

保育環境の整備
○多様な保育の充実　22,971
・仮称新・保育基本計画の推進
・認可保育所の整備、認可外保育施設の支援　など

地域における子ども・子育て支援施策の推進
○次世代育成支援対策の推進　6,143
○地域子育て支援の推進　371
・地域子育て支援センター事業　など

○区における総合的な子ども支援の推進　62
○子宮頸がん予防、ヒブ及び
　小児用肺炎球菌ワクチン接種の実施　2,200

総合的な学校教育の推進
○教育改革の推進　15
・授業力向上の支援

・小中連携教育の推進

○少人数指導等推進事業　111
○新学習指導要領への対応　638
・外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置　など

○学校教育活動の充実　919
・スクールカウンセラー、

　スクールソーシャルワーカーの配置　など

○学校の安全対策の推進　84
・スクールガード・リーダーの配置　など

○適応指導教室運営事業　79
・ゆうゆう広場の運営

○特別支援教育の推進　196
・特別支援教育サポーターの配置　など

地域に開かれた学校づくり
○学校運営協議会制度推進事業　19
・地域に開かれた学校づくりの実践

○区における教育体制推進事業　12
○学校施設有効活用の推進　95
・小学校･中学校等の校庭、体育館、特別教室、
　プール、学校図書館の有効活用
・学校施設の地域管理

子どもの総合的な相談・支援機能の強化
○障害児の発達支援の推進　822
○児童に関する総合的な相談・支援体制の確立　850

教育環境の整備
○小学校･中学校等の整備　11,830
・上作延小学校校舎改築事業、大師小学校大規模改修事業
・学校トイレの快適化

・既存学校施設再生整備事業　など

○児童生徒の増加に対応した教育環境の整備　1,904
・子母口小学校・東橘中学校合築整備事業　など

拠点的な福祉施設の計画的な再編整備
○総合リハビリテーションセンターの整備　1,081
○福祉センターの再編整備　51

高齢者の多様な居住環境整備
○特別養護老人ホームの整備　2,279
・23年度開所予定 ２カ所 216床
・23年度増床予定 １カ所 100床

・24年度開所予定 ３カ所 350床

○介護老人保健施設の整備　180
・24年度開所予定 １カ所 120床

○その他の多様な居住環境の整備　3,901
・小規模特別養護老人ホーム
　23年度開所予定 １カ所 29床
・小規模多機能型居宅介護　など

人間都市かわさき

支え合いによる地域福祉社会づくり

総合的な子ども支援

※文中の金額の単位は、百万円です。



〈主な取組〉

　市民の安全・安心な地域社会を確保するために、防災や防犯などの施策に取り
組みます。

危機管理・防災対策、建築物耐震化の推進
○総合的危機管理体制の整備　67
○仮称健康安全研究センターの整備　4
○災害時情報体制の整備　220
○地域防災力の向上　127
・災害予防対策事業
・総合防災訓練事業

・防災拠点整備事業

○港の保安対策　393
・港湾保安の国際的水準維持を目的とする
　テロ等防止対策の実施

○総合的な耐震対策の推進　5,075
・特定建築物耐震対策事業
・木造住宅耐震改修助成事業
・木造住宅耐震診断士派遣事業
・宅地防災工事助成事業
・公共建築物耐震化推進事業
・市営住宅等耐震化事業
・マンション耐震診断･改修助成事業
・防災都市計画推進事業

○町内会・自治会会館耐震対策事業　15
・耐震診断士の派遣
・耐震設計・改修への補助

○治水・雨水対策の推進　4,457
・五反田川放水路の整備・河川改修事業
・準用河川改修事業(矢上川等の改修工事)
・管きょ施設整備事業

　安全・安心な都市基盤の整備と
　　　　　　　　　　　　　　　　　適切な維持管理
○バリアフリーの推進　17
・重点整備地区内における交通安全施設の整備　など

　（川崎駅、新百合ヶ丘駅周辺地区ほか）

○あんしん歩行エリアの整備　78
・歩行者に配慮した歩道の整備　など

　（鋼管通地区ほか７地区）

○道路、河川、港湾施設等の
　　　　　　　　適切な維持管理　6,284
・道路維持補修、安全施設維持、河川維持補修事業

・港湾機能施設の維持、整備　など

○公共建築物の長寿命化の推進　48
○橋りょうの整備と耐震対策　665
○橋りょうの長寿命化　148
○上水道・工業用水道・
　　　　　下水道施設の地震対策　6,010
・災害対策用貯水槽の設置(２基)
・水道施設の耐震化
・下水道施設の耐震化

総合的自転車対策の推進
○総合的な放置自転車対策の推進　2,534
・川崎駅東口周辺地区の総合自転車対策実施計画の推進
・自転車等駐車場の整備

・自転車等放置禁止区域の指定

○自転車利用環境の整備　11
・新たな料金体系の検討　など

地域防犯・安全対策の推進
○地域の防犯対策の推進　402
・地域防犯活動の支援及び防犯診断の実施　など

この資料は、15ページ以降の「３ 平成23年度予算の主な事業」の中から「重点戦略プラン」の分類に沿って主な取組内容
を抽出したものであり、「重点戦略プラン」に位置付けられていない経常的な経費等も含まれています。また、一部再掲
している事業があります。

救急体制の強化と救急医療体制の整備
○救命率向上のための救急隊の増隊と
　　　　　　　　高度な救急体制の整備　221
○救急車の適正利用の推進　1
○救急医療体制づくりの推進　1,186
・休日急患診療所等運営事業
・救急医療対策事業
・救急医療体制の確保
・救急医療情報システム事業

・災害時医療救護対策事業

○周産期医療対策の推進　205
・総合周産期母子医療センターの運営
・周産期医療ネットワークの推進　など

信頼される市立病院の運営と
　　　　地域保健医療環境の充実
○井田病院の再編整備　8,958
○医療の質及び患者サービスの向上　1,686
○地域医療の推進　6

消防署所の整備と消防力の強化
○消防指令システムの更新　398
○消防・救急無線のデジタル化　4
○消防署所の整備　573
・臨港消防署改築事業

○消防署所の適正配置　18
・仮称栗木出張所整備事業

安心快適都市かわさき

安全・安心な地域生活環境の整備

　平成23年度予算では、直面する社会経済環境の変化に適切に対応し、市民生活の安全・安心を
しっかりと確保した上で、将来の川崎の更なる飛躍・発展に向かって、「人間都市かわさき」、
「安心快適都市かわさき」、「元気都市かわさき」、「安定持続都市かわさき」、「オンリーワン
都市かわさき」という５つのキーワードのもと、川崎のまちづくりを推進するため、基本構想にお
ける７つの基本政策に基づいて展開する施策のうち、次に掲げる施策を特に重点的・戦略的に取り
組んでいきます。

※文中の金額の単位は、百万円です。



地球温暖化対策と
　　　　　地球環境配慮施策の推進
 ～ｶｰﾎﾞﾝ・ﾁｬﾚﾝｼﾞ川崎ｴｺ戦略（ＣＣかわさき）～
○川崎の特徴・強みを活かした
　　　　　　環境対策の推進　919
・川崎大規模太陽光発電所・仮称かわさきエコ暮らし未来館
　を活用した普及啓発の実施
・「低ＣＯ２川崎パイロットブランド」の実施

・先端産業創出支援の推進　など

○環境技術による国際貢献の推進　140
・国連環境計画（ＵＮＥＰ）連携協調事業
・環境総合研究所の開設準備
・川崎国際環境技術展の開催　など

○多様な主体の協働による
              ＣＯ２削減の取組　2,299
・住宅用太陽光発電設備設置補助
・「ＣＣかわさき交流コーナー」を利用した普及啓発
・条例に基づく計画書制度の実施
・電気自動車の普及促進
・100万本植樹事業　など

　環境に配慮した持続型社会の実現に向け、川崎の持つ特徴や
個性を活かしながら市民との協働による施策に取り組みます。

魅力ある公園緑地の整備
○大規模公園緑地の
　　効果的・効率的な管理運営の推進　7
○富士見周辺地区の整備　312
・長方形競技場整備の実施設計　など

○等々力緑地の整備　543
・等々力緑地の基本設計
・等々力陸上競技場の整備計画の策定

・四季園・２１世紀の森整備や陸上競技場の補修工事　など

○生田緑地の整備　4,400
・生田緑地周遊散策路の整備
・生田緑地ビジョンに基づく事業の推進
・生田緑地東口ビジターセンターの整備　など

緑地保全施策の推進
○緑地の保全　1,695
・恒久的緑地の保全

○保全緑地の管理　93
・保全施策の図られた緑地における
　樹林等の保全育成

・市民との協働による保全緑地の管理

○黒川地区農業公園の整備　7
・農業公園拠点施設による情報発信及び

　グリーン・ツーリズムの実践

○農ある風景の保全　5
・農ある風景の保全と多摩・三浦丘陵広域連携の実施

　緑豊かな環境の創出に向け、市民・事業者との協働により緑の保全・創出・
育成に取り組みます。

多様な主体との協働による緑の環境整備
○公園緑地の維持管理　2,049
○街路樹等の維持管理　345
○地域緑化の推進　1
・地域緑化推進地区認定制度の普及促進

○緑化推進重点地区の整備及び推進　22
・宮前平・鷺沼駅周辺地区

・登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区

○大小公園の整備　227
・小田公園の再整備　など

○臨海部緑の環境整備　9
○魅力ある港湾緑地の形成に向けた取組　186

ごみ減量化と分別・リサイクルの推進
○市民・事業者の排出抑制・
　　　　　　　リサイクル活動支援　18
・「かわさき生ごみリサイクルプラン」に基づく

　具体的施策の実施

○資源物の分別収集の推進　956
・ミックスペーパー分別収集の全市実施
・プラスチック製容器包装の分別収集を南部３区で実施
　　　　　　　　　　　(川崎・幸・中原区)
・北部地域の空き瓶収集業務の委託化
・ミックスペーパー及びプラスチック製容器包装の
  資源処理の実施

廃棄物処理・リサイクル施設の整備
○廃棄物処理施設の整備　8,312
・廃棄物処理施設の基幹的施設整備の実施
・仮称リサイクルパークあさおの整備
・３焼却処理施設の構築に向けた検討

元気都市かわさき

環境配慮・循環型の地域社会づくり

憩いとうるおいの環境づくり

○地球環境保全基金（地域グリーン
　　　ニューディール基金）を活用した取組　633
・こども文化センターでの地中熱を
　利用した空調設備の整備
・特別養護老人ホームの環境対応への支援
・市内事業者エコ化支援
　　太陽光発電設備設置工事等に対する支援
・微量ＰＣＢ混入機器等の処理の推進
・商店街街路灯のＬＥＤ化への支援
・防犯灯のＬＥＤ化の推進

※文中の金額の単位は、百万円です。



　川崎の産業活力を高めるために、競争力強化に向けた産業イノベーションを促進するとともに、立地・活動
環境を向上させることによって企業立地を誘導する戦略的な取組を進め、さらに今後大きな市場拡大が見込ま
れる新産業分野の創業促進、育成に取り組みます。

国際的視点に基づく産業振興
○経済の国際化への対応　60
・産業の国際化の支援

・アジア起業家村構想の推進

○上水道・工業用水道・下水道事業の国際展開　38
・上水道・工業用水道・下水道事業を活用した国際的

　視点に基づく産業施策の推進

○国際的視点に基づく環境産業施策の推進　47
・川崎国際環境技術展
・環境産業フォーラム

環境・福祉・健康・医療分野
　　　　　　　　　における産業の振興
○臨海部の産業の再生支援　6
○福祉産業の振興　50
・かわさき基準(ＫＩＳ)福祉機器の普及支援　など

○生活向上に向けた新たな産業の振興　3
・環境・ライフサイエンスなどのみらい産業の創造支援

○ナノ・マイクロテクノロジーを核とした
          　　　　先端研究開発の推進　4,699
・新川崎・創造のもり第３期地区整備事業
　（産学官共同研究施設の整備）
・新川崎・創造のもり第３期計画の推進
・科学技術を学ぶ場づくり
　（ナノ・マイクロ理工学分野における

　　産学連携事業の推進　など）

○オープンイノベーションの推進　32
・先端科学分野における市内産業の振興支援

都市拠点・ネットワークの整備と川崎臨海部の再生

　首都圏全体における拠点機能や基盤形成の動きを踏まえながら、本市の地理的優
位性を活かした「広域調和・地域連携型まちづくり」を推進します。

臨海部の国際競争拠点の形成と
　　　　　　　　　　　　　戦略的な土地利用の促進
○国際競争拠点形成の推進　7
○殿町３丁目地区中核施設等の整備　2
・中核施設間の連携方策の検討

・新たな施設の立地誘導の検討

○羽田連絡道路の整備促進　6
○港湾物流機能の強化　3,033
・京浜港広域連携の推進
・千鳥町の再整備

・臨港道路の維持・整備

○臨海部の土地利用誘導ガイドライン
　　　に基づく戦略的マネジメントの推進　65
・殿町地区土地利用誘導事業
・臨海部動向把握・情報管理事業
・臨海部ＰＲ誘致の推進

・戦略拠点等の整備の推進

○浮島地区土地利用の推進　6
・浮島地区土地利用基本方針の見直し
・浮島地区埋立地暫定利用の推進

都市拠点の整備
○川崎駅周辺地区の整備　743
・北口自由通路の施設設計 など

○新川崎･鹿島田駅周辺地区の整備　2,653
・新川崎地区交通広場の設計

・鹿島田駅西地区再開発事業の推進 など

○小杉駅周辺地区の整備　6,401
・小杉駅周辺地区再開発事業等の推進

・中原図書館再整備事業 など

○溝口駅南口広場の整備　30
○宮前平･鷺沼駅周辺地区の整備　3
○登戸･向ヶ丘遊園駅周辺地区の整備　3,218

川崎の活力を生み出す産業イノベーション

広域交通体系の整備と交通ネットワークの形成
○幹線道路網の整備　5,772
○都市計画道路網のあり方検討調査　10
○京急大師線連続立体交差の推進　6,109
・東門前駅から小島新田駅間の整備

○ＪＲ南武線連続立体交差の推進　48
・尻手駅から武蔵小杉駅間の基礎調査･検討

○南武線駅アクセスの向上　48
○川崎縦貫道路の整備　344
・首都高速道路事業出資金　など

○総合都市交通計画の調査・検討　13
○川崎縦貫鉄道の推進に向けた取組　12

※文中の金額の単位は、百万円です。



安定持続都市かわさき

中小企業等の活力向上
○中小企業融資制度の充実　32,411
・市内中小企業への間接融資
・信用保証料補助

○中小企業の経営支援等の充実　24
・コーディネート支援・出張キャラバン隊の経営支援の充実
・ワンデイコンサルティングの充実
・商業集積エリアの課題解決、商業者等による先進的な
　取組等の支援
・中小建設業者への支援
・ものづくり中小企業への販路開拓支援

　平成20年10月に「川崎市緊急経済対策本部」を設置し、国の経済対策との整合を図り、産業界などとも連携
しながら、市内経済の安定化を図っています。引き続き企業支援、雇用対策に取り組みます。

公共事業の早期発注・
　　　　　　　　　　　地域配慮
○早期発注等の取組の継続
・公共事業の早期発注
　（上半期の公共工事発注率80％を目指す）
・市内中小企業優先発注の配慮
・公的債務支払の早期化
・入札・契約制度の見直し　など

○工事費の確保　50,833
 　（他の項目での計上分を含む工事請負費の総額は51,186）

・工事費総額及び市内中小企業の受注に配慮した
　補修工事費の確保

市民生活の安全安心のための対策
○消費生活相談窓口の機能強化　76
・消費生活相談体制の充実・強化
・消費者行政活性化基金を活用した相談窓口等の機能強化

○就業支援の実施　34
・就業マッチング事業の継続実施
・総合相談窓口の拡充
　　無料職業紹介と緊急雇用・労働相談窓口を一体とした
　　「総合相談窓口」における相談業務等の拡充
・求職活動支援事業及び若年者就業支援事業の継続実施

○国の経済対策等と連携した取組　4,753
・子育て支援・介護支援・高齢者支援・離職者支援　など

地球環境保全基金　（地域グリーン
　　ニューディール基金）を活用した取組
　　～カーボン・チャレンジ川崎エコ戦略
　　　　　　　　　　　　　　　（ＣＣかわさき）～
○特別養護老人ホームや市内事業者のエコ化、
　　　商店街街路灯のＬＥＤ化などの支援　633
　　　（10ページを参照)

　　平成23年度予算による対応　総額　約898億円
　　　○中小企業等の活力向上　　　　　　　　　約324億円
　　　○公共事業の早期発注及び地域配慮　　　　約508億円
　　　○市民生活の安全安心のための対策　　　　約 59億円
　　　　（うち、緊急雇用対策　　　　　　　　約 10億円）
　　　○地球環境保全基金を活用した取組　　　　約  6億円
　　　　～カーボンチャレンジ川崎エコ戦略（ＣＣかわさき）～

※端数処理の関係で、億円単位の各項目の合計と総額は一致しません。

緊急雇用対策
○雇用機会の創出　1,027
・ふるさと雇用再生事業、緊急雇用創出事業、
　重点分野雇用創出事業、地域人材育成事業
　　　　　　　　　　　　　　による雇用創出　約550名

※地域活性化交付金(きめ細かな交付金・住民に光
をそそぐ交付金(国の「緊急経済対策」))の活用
　老朽化した道路照明灯及び公園施設の更新などきめ細か
な事業や弱者対策・自立支援などに対する取組を実施し、
地域の活性化を図る。(平成22年度補正予算)

経済・雇用対策

　社会経済状況の変化を機敏に捉え、的確に対応しながら、中小企業支援や商業・農業の振興を中心とした
産業振興及び雇用の確保に取り組みます。

産業振興及び雇用の確保

○地域商業の振興　127
・商業力の強化と育成
　（商業振興ビジョンに基づく施策の推進）
・地域特性に応じた商業の振興
・商業ネットワーク事業

○地産地消の推進　34
○ものづくり産業の振興　78
・ものづくり中小企業への支援

○産業人材の育成と活用　1
・福祉産業の振興を担う人材の育成

契約条例に基づく労働環境の整備
　昨今の経済情勢の中、市発注の公共工
事では、低価格での入札が増加し、その
しわ寄せが下請け業者や労働者の賃金へ
及ぶことが懸念されています。
　このような状況を踏まえ、「川崎市契
約条例の一部を改正する条例」を平成23
年4月1日から施行し、市発注の契約の作
業に従事する労働者の労働環境の整備
と、契約により提供される市民サービス
等の質の向上を図ります。

※文中の金額の単位は、百万円です。



　川崎が持つ特徴や長所、地域資源などを有効に活かしながら、市民がいつまでも愛着と誇りが持てるま
ちづくりと、本市のイメージアップを図る施策に総合的に取り組みます。

音楽のまち・かわさきの推進
○音楽のまちづくり推進事業　70
・民間活力を利用して「音楽のまちづくり」を推進

○国際音楽文化交流事業　6
・姉妹･友好都市等との音楽等による文化交流事業を実施

○地域とふれあう音楽振興事業　2
・身近に音楽を楽しめる環境をつくり音楽文化の裾野を拡大

○ミューザ川崎シンフォニーホールの運営　1,162

多摩川プランに基づく重点施策の推進
○多摩川プランの推進　324
・二子橋周辺エリア及びマラソンコースの整備
・バーベキュー広場の管理委託
・簡易水洗トイレの設置
・サインの整備
・二ヶ領せせらぎ館ほかの管理運営
・かわさき多摩川博２０１１の開催
・渡し場復活イベント等の実施
・多摩川緑地維持管理水準の維持
・多摩川環境学習の推進　など

区役所機能の強化
○区民会議の運営　39
○区役所、支所･出張所等の窓口サービス
　　　　　　　　機能再編の推進　5
○区役所快適化リフォーム事業　304
○地域課題対応事業（区独自事業）　388
・各区が主体となり、区民の参加と協働により地域の抱

　える課題解決や地域の特性を活かした事業などを実施

○地域課題対応事業（局区連携事業）　213
・地域からの視点を活かして、区の課題解決を図るため、

　区役所が関係局と主体的に調整を行い事業を推進

○区役所等庁舎の計画的・効率的な整備　543
○フロア案内の配置　21

シティセールスの推進と観光振興
○シティセールス推進事業　45
・市民や事業者との連携による都市の魅力づくり

・積極的な魅力情報発信によるイメージアップの推進

○芸術のまちイベント事業　15
・地域主体の芸術祭「川崎・しんゆり芸術祭

　（アルテリッカしんゆり）」の開催支援

○岡本太郎生誕１００周年記念事業　32
○青少年科学館の整備　1,605
○東海道を活用したまちづくりの推進　25
○観光の振興　74
・観光振興プランに基づく観光振興施策の推進
・市民祭りの開催、産業観光の推進　など

ホームタウンスポーツの振興
○ホームタウンスポーツ推進事業　5
○Ｊリーグクラブ連携魅力づくり事業　26
・川崎フロンターレと連携した魅力づくりの推進

○アメリカンフットボールを活用した
　　　　　　　まちづくりの推進事業　12
・アメリカンフットボールを活用した地域活性化や

　青少年の健全育成などの推進

○市民スポーツ活動の推進事業　55
○港湾振興会館を活用した
　　　　　ビーチバレー大会の開催等　23

地域コミュニティ施策の推進
○地域コミュニティ施策の推進　1
・地域の各団体等が連携した都市型のコミュニティ

　づくりの推進

○住民組織活性化事業　32

協働のまちづくりの推進
○市民活動の支援　136
○大学連携の推進　1
・大学と地域の多様な連携の促進

　自治基本条例の基本理念に基づき市民自治の拡充を推進するとともに、参加と協働によるまちづくり
や地域の課題解決のための中心的役割を果たす区役所の機能を高める取組を進めます。

オンリーワン都市かわさき

市民自治と区役所機能の拡充

映像のまち・かわさきの推進
○映像によるまちづくり推進事業　14
・「映像のまち・かわさき」推進フォーラムを核とする
　豊富な地域資源を活かしたまちづくりの推進
・映像の持つ力を人材育成・教育と地域経済の活性化
　に活用したまちづくりを推進 藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの整備

○藤子・Ｆ・不二雄ミュージアムの整備 295
・開館に向けた基盤整備の推進やミュージアム広報、
　イベントの実施　など
・ミュージアムの管理運営

川崎の魅力を育て発信する取組

※文中の金額の単位は、百万円です。



 

 

 
 様々な「グッドサイクル」の取組により142 万人を超える市民のまちとなった本市では、当面の
人口増加への対応を図ることはもとより、その後に確実に訪れる人口減少時代をも見据えた中長期
的なまちづくりを進める必要があります。高齢化、人口減少が進展する中でも誰もが暮らしやすい
市民生活を確保するため、第３期実行計画の策定にあたっては、中長期的なまちづくりの方向性を
踏まえた取組を進めることを基本的な視点のひとつにあげましたが、それを端的にあらわすものと
して次の４つの「～化」（バケ）をお示しします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           主要駅を中心としたコンパクトなまちづくりを進めます 
 
 
 
 

           公共施設の長寿命化の取組を進めます 
 

           環境技術を活かしたまちづくりを進めます 
 

           すべての人にやさしいまちづくりを進めます 
 
 

～中長期的なまちづくりの方向性～ 

４つの「～化」 

コンパクト化 

長 寿 命 化 

エ  コ  化 

ユニバーサル化 

平成 23年度の取組   5,624 百万円 
◇武蔵小杉駅周辺の市街地再開発 
 ・市街地再開発事業への補助 
 ・鉄道事業者と連携した保育所の整備 
 ・中原図書館の再整備 など 

平成 23年度の取組   10,846百万円 
・適切な道路維持補修事業の推進 
・大規模施設の予防的維持補修の実施（港
湾振興会館、高津区役所、とどろきアリー
ナ、市役所第３庁舎、多摩区役所） など 

平成 23年度の取組   3,358 百万円 
・スマートシティモデル事業の推進 
・仮称産学公民連携研究センターの整備 
・大規模太陽光発電所と連携した啓発 
・仮称かわさきエコ暮らし未来館の開設 
・太陽光発電・電気自動車の導入 など 

平成 23年度の取組    2,963百万円 
・福祉製品におけるかわさき基準の推進 
・向ヶ丘遊園駅連絡通路の整備 
・区役所のリフォーム 
・学校へのエレベータ設置 
・ノンステップバスの導入  など 

 誰もが便利にかつ効率的に公共サービス
を享受できるよう、中長期的に既成市街地に
おける都市機能を再編整備し、主要駅周辺に
効率的に集約するとともに、そのアクセス向
上に向けた取組など、コンパクトなまちづく
りを進めます。 

 

 中長期的かつ持続的なまちづくりを進め
ていくため、「かわさき資産マネジメントプ
ラン」の考え方に基づき、財政負担の軽減と
平準化を推進する観点から、定期的・計画的
な予防保全型の維持補修を進め、施設や設備
の長寿命化を推進します。 

 川崎の特徴を生かし、市内企業に蓄積され
た環境配慮型技術をまちづくりの中に取り
入れ、まち全体が環境技術にあふれた国際社
会のモデルとなるまち「川崎エコミュージア
ム」を目指した取組を進め、環境配慮型技術
に関する普及促進を図ります。 

 これまで拠点駅や重点整備地区を中心に
公共施設等のバリアフリー化を進めてきま
したが、この考え方を発展させ、高齢者や障
害者をはじめ、「誰もが使いやすい」という
視点でまちづくりを進めていきます。 


